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【要 旨】
別府大学短期大学部食物栄養科の学生（２７年度．２８年度入学生）に対して郷土料理の認

知度アンケート調査を実施した。比較として平成１９年度に実施した小学校５年生に対する
同様の調査を用いた。小学校５年生児童の調査とさほどの郷土料理の認知度の差はなかっ
たが、しいたけ飯やりゅうきゅう、田楽などが認知されてきている。しかし、大学生に
なっても知らない郷土料理が多いこともわかった。
郷土料理は体に良い、身近な料理である、おいしいと感じる児童の割合は６０％であった

が本学の学生は８０～９０％と高く、郷土料理への関心は高くなっていると考えられる。
非常に「郷土料理は伝えていくべきだと思う」思う学生は児童と比較し格段に増えてい

る。また、「郷土料理を作れるようになりたい」も１７％から６０％に増えている。現在６割
程度の大学生が「郷土料理を作れるようになりたい」「郷土料理を伝えていきたい」と考
えているが、食物栄養科の学生であればもう少し高い割合を望みたい。このような結果か
ら、大学の授業「調理実習」に代表的な郷土料理よりも大分県全体の郷土料理を組み入れ
ていくことが必要であると感じている。

【キーワード】
大分県郷土料理 郷土料理認知度調査 小学校５年生と大学生の比較
短大食物栄養科学生

１ はじめに

現代は朝食抜きや孤食が増え、外食や中食・
コンビニ弁当、インスタント食品が重宝される
時代であり、全国どこでも、同じ料理を同じ味

で食べられ、地方の差が無くなっている。一
方、郷土料理のように地域性のある料理が家庭
で食されなくなっている。
郷土料理の伝承は、日本独自の文化・食生活

の理解を深めるために重要であり、食育基本法
では、「食育」が我が国の伝統のある優れた食
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食べたこと
がある

食べたこと
は な い が
知っている

知らない

ご飯もの

ひじきご飯 １００ ８ ４

しいたけご飯 ７３ １９ ２０

高菜ご飯 １０２ ８ ３

ムカゴご飯 １０ １５ ８４

とりめし １１１ １ １

黄飯 ２７ ２２ ６２

太刀魚寿司 １６ ４１ ５４

あじ寿司 ５１ ３０ ３０

茶台寿司 ４ １２ ９５

物相寿司 ２ ９ ９９

りゅうきゅう ９９ ９ ５

さつま ２９ ３０ ５２

うれしの ４ ２５ ８２

あつめし ２４ ２７ ６０

汁もの

かに汁・がん汁 ３４ ３４ ４４

表１ ３４種類の料理の認知度

文化、地域の特性を生かした食生活であるこ
と、また、学校給食法では「学校給食」が我が
国や各地域の優れた伝統的な食文化についての
理解を深めることが示されている。
将来、栄養士として食に関する仕事につく別

府大学短期大学部食物栄養科で学ぶ学生が郷土
料理を理解していることは重要である。
この報告については、平成１９年に大分県下の

小学校５年生に対して行った郷土料理の認知度
アンケート調査結果１１）と比較することで検討す
る。当時、小学校５年生であった児童が本年
度、大学生になっている年代であることからこ
の８年間の変化を比較する。この比較結果か
ら、これからの「調理実習」の授業の内容等の
検討材料とするために、本短大食物栄養科の学
生（２７年度．２８年度入学生）に対して郷土料理
に関してどのような認識を有しているかを検証
した。

２ 試料及び研究方法

平成２７年度（５４人）、２８年度（５９人）入学生
を対象に、郷土料理をどの程度認識しているの
かを確認するために平成２９年１月に郷土料理の
アンケートを実施した。
具体的な調査内容は、年齢、出身地、住所、

居住年数、同居者の他、①３４種類の地域性のあ
る料理名を掲げ認知度を調査した。
その他、②それぞれの郷土料理を誰が作って

くれたか③郷土料理の印象（体によいと思う
か・身近な料理と思うか・おいしいと思うか）
④郷土料理の食べる割合⑤郷土料理は伝えてい
くべきか⑥郷土料理を作れるようになりたい
か、について質問票をもとに実施した。
なお３４種類の郷土料理は、表１に示すよう

に、ご飯もの・汁物・麺類・おかず・おやつの
５つのカテゴリーから質問した。
また、平成１９年度に小学校の児童を対象とし

た郷土料理に関する調査結果を付記し、今回の
調査結果と比較検討した。

３ 結果・考察

認知度調査対象者は、１１３名で、核家族７２人
（６３．７％）、拡大家族２３人（２０．４％）一人暮ら
し１７人（１５％）不明１人（０．９％）である。
⑴ ３４種類の料理の認知度
３４種類の料理の認知度は表１より、ひじきご
飯、高菜ご飯、とりめし、りゅうきゅう、けん
ちん汁、団子汁、とり天、田楽、やせうま、か
ぼすゼリーなどは１００人ぐらいの人が食べたこ
とがあると回答したことから、今回の大分県の
郷土料理のうち３分の１の料理はよく食べられ
ている。椎茸ご飯、鰺寿司、ごまだしうどん、
きらすまめし、ゆでもち、じりやきはほぼ半分
ぐらいの人が食べたと回答している。しかし、
ムカゴご飯、物相寿司、無塩汁、ほうちょう、
ぎすけ煮、いもきりなどは知らない料理と回答
している。このことから、食物栄養科の学生で
も大分県の郷土料理６分の１は知らない。
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無塩汁 ２ １３ ９６

かも汁 １５ ３５ ６１

けんちん汁 １０９ ３ １

麺類

団子汁 １１０ ３ ０

ほうちょう １０ １５ ８７

ごまだしうどん ４４ ２８ ３８

おかず

とりてん １０９ １ ２

がめ煮 ３６ ２１ ５５

田楽 ８０ １８ １４

ぎすけ煮 ３ ７ １００

きらすまめし ５０ １５ ４７

柿なます ２５ ２０ ６５

こねり ２１ １４ ７７

いもきり ４ ７ １００

おやつ

じり焼き ４１ １０ ６１

やせうま １０９ ４ ０

ゆで餅 ６８ １０ ３４

かぼすゼリー ９１ １２ ９

かんからもち ３ １５ ９３

学

校

祖

母

父

母

そ
の
他

外

食

ひじきご飯 ４９ ２１ ３８ ９ １６

しいたけご飯 ３８ １６ ２１ ６ ５

高菜ご飯 ３３ ２３ ４９ ７ ２４

ムカゴご飯 ５ ４ ３ １ ２

とりめし ６２ ４３ ５６ ９ ３９

黄飯 １７ ３ ６ ０ ２

表２ ３４種の料理を作ってくれた人

太刀魚寿司 ２ ３ １ １ １１

あじ寿司 ５ １１ １０ ４ ２９

茶台寿司 １ １ １ ０ ２

物相寿司 １ １ ５ ０ ３

りゅうきゅう ４２ ２７ ４２ ８ ４２

さつま ６ ８ ８ ２ １３

うれしの １ ２ １ １ ２

あつめし ８ ２ ３ ０ １４

かに汁・がん汁 ８ ５ ８ ３ １２

無塩汁 １ ２ ０ ０ １

かも汁 １ ３ ５ ０ ４

けんちん汁 ８３ ４０ ５０ ８ １７

団子汁 ７６ ５１ ５８ １３ ２９

ほうちょう ５ １ ２ １ ０

ごまだしうどん １１ ６ １２ ２ ２５

とりてん ７０ ３９ ６５ １３ ５５

がめ煮 １６ １７ １２ ２ ４

田楽 ４６ １９ １１ ６ １７

ぎすけ煮 ３ ０ ２ １ ０

きらすまめし ３８ ３ １ ３ ８

柿なます １８ ２ １ ０ ３

こねり ７ ６ ６ ２ ３

いもきり ３ ０ ０ １ ２

じり焼き ２４ ９ ９ ３ ８

やせうま ７０ ４５ ５１ ９ ２９

ゆで餅 ３６ ２７ １０ ５ ２０

かぼすゼリー ６２ ９ １２ ７ ３０

かんからもち １ ２ １ １ ０

⑵ ３４種の料理を作ってくれた人
表２に３４種の郷土料理を作ってくれた人を示

した。けんちん汁や団子汁、とりてん、やせう
まなどは学校で食べたと回答した人が多く、高
菜ご飯、とり飯、りゅうきゅう、けんちん汁、
団子汁、とり天、やせうま等は親から作っても
らった人が多い。とり天は、外食も多いが、学
校、祖母、母等が作ってくれている。

⑶ 郷土料理の印象
表３に郷土料理の印象結果を示す。質問項目

は、体によいと思うか・身近な料理と思うか・
おいしいと思うかからの選択としている。郷土
料理は、８３％が体に良いと思う、６３％が身近な
料理だと思う ９２％がおいしいと思うと解答し
ている。

⑷ 郷土料理をどのくらいの割合で食べますか
表４に郷土料理の摂食割合の結果を示す。郷

土料理は６４％が１ヶ月に１回ぐらい、３１％はほ
とんど食べない、５％が一週間に１回程度とい
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非常に思う 思う 思わない 全く
思わない

６５ ４８ ０ ０

表５ 郷土料理は、伝えていくべきだと思いますか

非常に
思う 思う 普通 思わない 全く

思わない

６５ ４０ ８ ０ ０

表６ 郷土料理を作れるようになりたいですか

う結果から、郷土料理はあまり食べられていな
いことがうかがえた。

⑸ 郷土料理は、伝えていくべきだと思います
か

表５に郷土料理は伝えるべきかの結果を示
す。非常に思う５８％、思う４２％という結果から
すべての学生が郷土料理を伝えたいと思ってい
る。

⑹ 郷土料理を作れるようになりたいですか
表６に結果を示す。５８％が非常に思う、３５％

が思うと回答している。

表１から表６までの郷土料理の認識について
は、さすが食物栄養科の学生という結果がでて
いると感じている。

⑺ 平成１９年の小学校５年生に対する郷土料理
認知度と郷土料理の認識の結果

今回の大学生アンケートの実態の調査結果
と、小学校５年生の児童の調査を比較するため
に表７に平成１９年に実施した郷土料理認知度と
郷土料理の認識の結果を示す。

郷土料理につい
てどう思いますか。 良いと思う 普通 思わない

体に良いと思いま
すか？ ９４ １８ １

身近な料理だと思
いますか？ ７１ ３７ ５

おいしいと思いま
すか？ １０４ ９ ０

毎日 １週間に数回 １か月に数回 ほとんど
食べない

０ ６ ７２ ３５

料理名 食べた人
食べた場所

学校で食べた 祖母が作った 母が作った その他 外食

ひじき飯 １，０３１ ６１２ ２２３ ５２１ ５４ ７

しいたけ飯 ４７９ １２２ １５３ ２０９ ４４ ３１

高菜ご飯 １，０３１ ３４３ ２１７ ５４５ ６２ ８９

ムカゴご飯 １１１ １３ ４６ ５１ １０ ５

とりめし １，３３０ ４９２ ３６９ ７３５ １５３ ２３７

黄飯 １５２ ９０ ２４ ３７ １０ ９

太刀魚寿司 １４２ １０ ３７ ３０ ２０ ６４

あじ寿司 ６４６ ２３ ２２９ １５１ １１３ ２３５

茶台寿司 ２５ ２ ４ ９ ４ ６

物相寿司 ２３ ２ ５ １１ ２ ４

りゅうきゅう ６５４ ２９ ２２２ ３６０ ９５ ７７

さつま ２３２ ５２ ８０ ９５ ３６ ２４

うれしの ３６ ４ ９ １６ ４ ３

あつめし ７４ ８ １６ ３９ ５ ８

表３ 郷土料理の印象

表４ 郷土料理はどのくらい食べますか

表７－１ 平成１９年の小学校５年生に対する郷土料理認知度と郷土料理の認識の結果
表７－１では、郷土料理の認知度、食べたことのある人に、食べた場所（学校、作ってくれた人等）を質
問する。
ご飯
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料理名 食べた人
食べた場所

学校で食べた 祖母が作った 母が作った その他 外食

かに汁 ４８５ ２８ １５７ ２０９ ５７ １０７

無塩汁 ５２ ４ １９ ２８ ４ ２

鴨汁 ２８７ ３７ ６５ １５６ ２１ ３７

けんちん汁 １，１３８ ６２４ ３３３ ５３７ ４２ ２１

料理名 食べた人
食べた場所

学校で食べた 祖母が作った 母が作った その他 外食

だんご汁 １，３５８ ６８９ ４８７ ７８４ ９１ ９２

ほうちょう １４４ ３５ ５７ ７９ １１ １４

ごまだしうどん ２７３ ７５ ６７ １１４ ２６ ５５

いもきり ７２ ７ ２８ ２１ １３ １０

料理名 食べた人
食べた場所

学校で食べた 祖母が作った 母が作った その他 外食

とりてん １，３４８ ４６３ ３０６ ９０９ １６１ ４０９

がめに・にぐい ５２６ １３５ １９３ ３２５ ９０ １９

田楽 ２６０ ２７ ３９ １２５ １６ ８９

ぎすけ煮 ５２ ３５ ４ ６ ７ ０

きらすまめし ３７ ７ １６ １０ ５ ４

柿なます ８９ ８ ４４ ３９ ６ ６

こねり・オランダ １６９ １２ ８８ ８８ １０ ４

料理名 食べた人
食べた場所

学校で食べた 祖母が作った 母が作った その他 外食

じりやき ２８７ ３０ １４６ １１２ ４６ １０

やせうま １，２４１ ６１３ ４６１ ６４７ １３８ １２２

ゆでもち ８０８ ９７ ３０７ ２７５ １５５ １４８

かぼすゼリー ９５２ ６４５ ５０ ７５ １２１ １４４

かんからもち １８８ ２２ ７５ ３８ ４９ ３０

郷土料理の意識 思う 普通 思わない

郷土料理は体によいか ８３５ ５４４ ２３

郷土料理は身近な料理か ４３５ ８００ １５２

郷土料理は美味しいか ８３９ ５１１ ４３

汁もの

麺類

おかず

おやつ

表７－２ 郷土料理の認識度（人数）
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１）ご飯
表７－１の結果から、ご飯もの（１４種類）ひ

じきごはん・しいたけご飯・高菜ご飯・ムカゴ
ご飯・とりめし・黄飯・太刀魚寿司・あじ寿・
茶台寿司・物相寿司・りゅうきゅう（丼）・あ
つめし・さつま・うれしのひじきご飯は学校で
食べたことがある児童が多く、とり飯は最も多
く、学校で食べた児童より祖母や親から食べさ
せてもらった児童の方が多い。２番目に多い高
菜ご飯は給食で食べた児童より祖母・親が作っ
た物を食べた児童の方が多いことが分かった。
あじ寿司は学校で食べた者と、外食やその他

で食べた者の割合が同じである。外食や市販で
販売それていることからまあまあ食べられてい
ると考えられる。
ムカゴご飯・黄飯・茶台寿司・物相寿司は

「食べたことがある」と答えた児童は非常に少
なく、りゅうきゅう（丼）・あつめし・さつま・
うれしのは、同じ調理方法の料理で、豊後水道
や近海の海でとれる新鮮な魚を刺身にして生の
まま醤油に付け込みご飯にのせて食べる料理
で、地域によって呼び方が違っているだけであ
る。
２）汁物（４種） かに汁・無塩汁・かも汁・

けんちん汁
かに汁、無塩汁を食べたことがある児童は大

変少ない。けんちん汁を食べたことがある児童
は大変多く、学校で食べた児童も多い。
３）麺類
だんご汁の認知度が非常に高いのは、家庭と

学校での両方の影響があると考える。ほうちょ
う汁は当時、貴重なあわびの内臓をイメージし
てきしめんのように麺を仕上げた料理である
が、あまり知られてない結果である。ごまだし
うどんもあまり食べられていないが豊後水道地
区の名物料理でもあるため、豊後水道で食べた
ことのある児童は他の地域と比べて多い。
いもきりは、いもの粉で麺を作る料理です

が、食べたことがある児童は少ないが、国東地
方や姫島の料理である。
だんご汁に見られるように、家庭・学校・地

域の連携は郷土料理の伝承への影響が大きいと
考えられる。
４）おかず（７種）
とり天を食べたことがある児童は大変多い。

がめに・にぐいを食べたことがある児童、田楽
を食べたことがある児童、こねり・オランダ、
柿なます、ぎすけ煮、きらすまめしを食べたこ
とがある児童の順番に食べられていない。とり
天は学校よりも家庭や外食の影響が大きい。き
らすまめしは、家庭で食べた児童が多く。ぎす
け煮は学校で食べている。きらすまめし、ぎす
け煮は大分の郷土料理であるにもかかわらず食
べられていないが、ぎすけ煮のように、学校で
食べた者が多いのは、学校給食で提供された影
響が大きい。このように学校給食で提供される
ことは知名度に影響していることがわかる。
５）おやつ（５種）
じりやき（ぽたぽたやき）を食べたことのあ

る児童は少なく、かんからもちを食べた児童は

毎日 １週間に１回 月に数回 ほとんど食べない

２１ ２６９ ８４９ ２１２

非常に思う 思う 普通 思わない 全く思わない

２３２ ５４０ ５４８ ５４ ２５

非常に思う 思う 普通 思わない 全く思わない

２４３ ４５８ ５０４ １３６ ６４

表７－３ 郷土料理の食べる割合

表７－４ 郷土料理を伝えていきたいか

表７－５ 郷土料理を作れるようになりたい
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特に少ない。やせうま、ゆでもち、カボスゼ
リーを食べたことのある児童は大変多い。学校
給食と外食の影響が大きい。

４ まとめ

小学校５年生児童の調査をした時と大学生の
郷土料理の認知度の差はあまり見られなかった
ことが残念である。しかし、しいたけ飯やりゅ
うきゅう、田楽などが認知されてきている。し
かし、大学生になっても知らない郷土料理が多
いこともわかった。「郷土料理は体に良い」「郷
土料理を身近な料理である」と感じる、「おい
しいと感じる」割合が６０％から８０～９０％の高い
割合になっている。調査対象が食物栄養科の学
生であることを考慮しても、大人になるにした
がって郷土料理の認知度は少し高くなり、郷土
料理への関心は高くなっていると考えられる。
「郷土料理は伝えていくべきだと思う」非常

に思う学生が６０％で児童の場合は１７％から格段
に差があり増加している。また、「郷土料理を
作れるようになりたい」も１７％から６０％に増加
している。
栄養士の卵である学生達である事を考慮して

も、年齢経験を重ねることにより郷土料理に関
する思いも変化して当然であるが、あまりにも
郷土料理を知らない、食べたことのない学生が
多すぎる。調理実習でも、大分の有名な郷土料
理は実習に取り入れて作るようにしているが、
地域性のある郷土料理をあまり作っていない。
今回の結果から、授業で大分県の郷土料理全

体を取り上げた実習が必要であると感じてい
る。また、大学生が、普段の生活でも郷土料理
を作る習慣を身につけ、郷土料理の伝承者にな
り進んで指導できる栄養士になって欲しいと
願っている。
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